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私たちの快適な暮らしを支える半導体や電子
部品。あまリ認識されていないかもしれませんが、
非常に身近な存在です。
サムコは、半導体や電子部品の製造装置を
世界中のお客様に提供するため、1979( 昭和54) 年に
創業しました。
京都の片隅に誕生したガレージカンパニー
でしたが、その卓越した技術力により、今では
世界中に事業拠点を有するグローバルカンパ
ニーに成長しました。
社名は、Semiconductor And Materials COmpany 
(SAMCO)半導体と材料開発の分野で躍進して
いくことから名付けられています。創業当初より
主に化合物半導体材料の研究開発に取リ組み、
数々の独創的なソリューションを世の中に送リ出
してきました。
現在、さまざまなものがインターネットにつながるloT(Internet of Things) 時代を迎え、半導体や電子部品はあらゆる産業の
中核部品として欠かせない存在となり、私たちの生活に大きな変化をもたらし始めています。
サムコでは、ごれまでの半導体・電子部品といったエレクトロニクス分野に注力しながら、人々の生活を豊かにするライフ
サイエンス・ヘルスケア分野へも事業を展開してまいります。

私たちは、「薄膜技術」をコアテクノロジーとして、さらなる
成長を続け、企業価値を最大化してまいります。
ステークホルダーの皆さまの信頼とご期待に応えるべく、
事業活動を通じて社会的責任を果たすとともに、夢のある
社会の実現と世界の産業科学の発展に貢献してまいります。
今後とも皆さまの変わらぬご支援を賜りますよう、よろしく
お願い申しあげます。

事業が社会に果たす役割を積極的に認識し、
高い付加価値を目標とし、株主、取引先、役員、
従業員に対し、適切な成果の配分をする。

社員の創造性を重視し、常に独創的な薄膜
技術を世界の市場に送る。
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反応性の気体を半導体基板上に供給し、プラズマなどで化学反応させることにより薄膜
を堆積させる装置です。半導体を水分やほこりから保護したり、絶縁性を持たせたりする
目的で使用されます。サムコは、独自の原料を用いた液体ソースCVD®法に特長が
あり、比較的低温での高速成膜が可能です。

液体を用いないドライ洗浄方式で、減圧下で反応性の気体をプラズマ放電させて半導
体基板の表面を洗浄する装置です。独自に開発したAqua Plasma®は銀や銅の表面還元や
樹脂の接合など幅広い分野に応用されています。また、紫外線(UV) とオゾン(O3) を用い
たUVオゾンクリーナーも取り揃えています。

・Aqua Plasma®クリーナー

Aqua Plasma®クリーナー

（化学気相成長）



電気信号を光信号に変換したり、逆に光信号を電気信号に
変換したリするデバイスは、主に化合物半導体でつくられて
います。次世代ディスプレイに用いられるマイクロLEDや
データセンターで用いられる近距離通信用の半導体レ一ザー
や光導波路などのデバイスがあリます。

高周波フィルタ•MEMS (Micro Electro Mechanical Systems
＝微小電気機械素子）・各種センサーなどの分野です。
スマートフォンに多数搭載される高周波フィルタは、IoT
時代を迎えその応用製品が飛躍的に増加しています。

照明や光通信に使われる
マイクロLEDや半導体レ一ザーなどの光デバイス

電力を制御するパワーデバイスの材料は、シリコン（Si）が主流
でしたが、さらなる電力損失の低減のため、窒化ガリウム
（GaN）や炭化シリコン（SiC）といった化合物半導体を材料と
した「次世代パワーデバイス」に注目が集まり、世界中で実用
化に向けた研究開発が進められています。

に
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東京証券取引所の市場区分の見直しにより、東京証券取引所第一部から
プライム市場へ移行
研究開発用プラズマALD装置AD-800LPの開発、販売を開始

第二研究開発棟内にナノ薄膜開発センターを立ち上げ
電子デバイス製造向けクラスターツールシステム「クラスターH™」の販売を開始
新型コロナウイルス不活化技術を完成

公益財団法人京都産業21より新型コロナウイルス感染症対策技術結集
事業として補助金の交付を受ける。
「水蒸気プラズマを用いた滅菌器の製品化」

第二生産技術棟内にCVD装置、ALD装置のデモルームを開設
東海支店を愛知県名古屋市へ移転
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